
★ＳＤＧｓとは…
自分の子どもや孫たちが暮らす未来に、住み続けられる世界を残すた

め、掲げられた全世界の人が取り組むべき17の目標。

　本市は、令和元年（2019年）7月に「SDGs未来都市」に県内で初めて選定されました。
　本コーナーでは、本市でSDGsの達成に向け積極的に取り組んでいる人・団体、関連イベントなど
を紹介しています。

そそのの先先のの 　　　  　　　 ののたためめ、、いいままででききるるこことと

あなたもぜひ
ＳＤＧｓに取り組ん
でみませんか？

教えて
笑顔

問い合わせ先 まちづくり推進課生活環境係（内線122・123）

　市では、家庭や町内会で除草・剪
せん

定
てい

した時に生じた草木をごみとして回収しています。
　草木の野焼きは山林火災の発生につながります。山林火災を防ぐため、郊外や山間部においては、
草木を焼却せず、そのまま自然に還す方法も検討してください。
◆種類別処分方法

他のごみも含め、出す量が
３袋以内の場合

・ 燃えるごみの日に、地域のごみ集積所に出す
・ 市清掃センターへ持ち込む
・ 一般廃棄物収集運搬業者に依頼する

雑
　
草
　
類

木
や
枝

出す量が４袋以上の場合
・ 市清掃センターへ持ち込む
・ 一般廃棄物収集運搬業者に依頼する

「雑草類」と同じです。袋に入りきらない場合は、長さ１㍍以内、太さ30㌢以内の束にして、
ビニールひもなどで縛って出してください。（自宅の敷地内から出た剪定枝などに限ります。）

★市清掃センターへ持ち込む場合★

　１日当たり持込量の上限は800 リットル程度（軽トラック1 台分）とし、
　指定袋など透明な袋に入れた上で持ち込んでください。
　上限を超える場合は、必ず市に事前連絡してください。
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・私有地の田畑、山林、竹藪などの除草・剪定などで生じた草木、竹
・事業所などの除草作業により生じた草木

• 市で回収できないものは、一般廃棄物収集運搬業者に収集運搬を依頼してください。
• 市内では、枝や竹を破砕・堆肥化する一般廃棄物処分業の許可を受けている事業者が     
  います。野焼きを避けるためにも、ぜひ活用してください。連絡先などは市役所まちづ      
  くり推進課に問い合わせてください。　市では、森林保全に関⼼のある企業などから協賛⾦を受け、市有林を企業の研修や地域貢献の場として活

用する、「企業等による森づくり制度」を推進しています。

牛乳パック灯籠づくり教室を開催します

　市では、お盆前の時期に、リサイクル素材を使ってやさしい灯りをつくる「牛乳パック灯籠づく
り教室」を開催します。講師は、本市を拠点に活動する、特定非営利活動法人ツムグさんです。　
　震災の鎮魂と感謝の思いを込めたイルミネーション活動を行う本団体から、灯籠づくりを楽しく
学びます。初めての人でも無理なく安心して参加できますので、お気軽にお越しください。
◆日　時：７月 23 日㈭午後１時 30 分～３時 30 分
◆場　所：陸前高田市中田市民交流プラザ（市営住宅中田団地１階）
◆参加費：無料
◆定　員：10 名（先着）
◆持ち物：１L 牛乳パック２本
◆申込方法：電話にて受け付けています。
◆申込期限：７月 21 日㈫

申し込み・問い合わせ先 市役所保健課健康推進係（内線２４１）

「平成 23 年東北地方太平洋沖地震及び津波義援金」の
新規交付申請の受付終了について

　県および市では、全国から寄せられた義援金を、東日本大震災津波によって被災し、ご家族を亡
くされた人や住まいが一定以上の被害を受けた人に、配分しています。
　本義援金は、９月末をもって新規の交付申請の受付を終了します。
　まだ申請を行っていない人（これまで一度も受け取ったことがない人）は、９月 30 日㈬までに、
下記窓口での手続きをお願いします。　
　自分が対象となるか分からない場合も、次の問い合わせ先までお問い合わせください。なお、既
に義援金の配分を受けている人の手続きは不要です。

問い合わせ先 市役所こころの復興支援室（内線２６１）

　平成 23 年３月 11 日時点で住民登録していた市町村の義援金交付担当窓口
（被災後に別の市町村に転居した人は、被災時点で住民登録していた市町村に
問い合わせください。）

　広⼤な緑と広⽥湾を望む豊かな環境で、枝打ちなどの作業を通じ、森・川・海のつながりを学び
ます。参加企業の協賛金（１社あたり年額50万円）は、森林整備だけでなく、誕生祝い品の木の

おもちゃなど、森林資源の活⽤や地域経済の活性化に幅広く役⽴てられています。
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森を中心に「人」と「お金」が巡る！陸前高田オリジナルの「企業の森制度」

五感で学び
森を育む

　現在、ワタミ㈱、㈱ニッスイ、㈱ボンマックス、TOPPAN㈱をはじめ、計９団体（８社・１校）がこ
の志に共感し活動しています。
　令和７年度は、延べ18回の活動で約340人が来訪しました。これからも、多くの企業と⼿を取り
合い、豊かな⾃然と地域の活気を次世代へつなげていきます。

広がる
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環境美化と草木等の適切な処理のお願い

　市役所からのＨＯＴ ＬＩＮＥ


